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令和６年度 数学科 第 2学年 年間指導計画・評価計画 

＜１＞ 教科の目標 

  数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成することも目指す。 
 

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

１． 正の数と負の数、文字を用いた式と一元一次方程式、平面図形と空間図形、比例や反比例、データの分布

と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉えたり、数

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

２． 数の範囲を拡張し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いて数量の関係や法則などを考察した

りする力、図形の構成要素や構成の仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力、

数量の変化や対応に着目して関数関係を見だし、その特徴を表、式、グラフなどで考察する力、データの

分布に着目し、その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて

考察したりする力を養う。 

３． 数学的活動の楽しさや数学の良さに気付きて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問

題解決の過程を振り返って検討しようとする態度、多面的に捉え考えようとする態度を養う。 
 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 
  

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

① 生徒の言語活動を充実させる指導。 

② 体験的な学習や問題解決的な学習。 

③ 学習の見通しを立てたりする学習。学習を振り返ったりする学習。 

④ 個に応じた指導の充実。→ 習熟度の程度に応じた指導、繰り返し指導 

生徒の興味・関心に応じた課題学習、ＩＣＴを活用した学習、 

補充的な学習、発展的な学習 

知識・技能 ・数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解している。 

・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身

に付ける。 

思考・判断・表現 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし総合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現 

する力を身に付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとしたり、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりしている。 

観点別 

評価基準 

Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 

 

評定 

 

 

５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの（９０％以上） 

４ 十分満足できる状況である。（８０％以上９０％未満） 

３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上８０％未満） 

２ 努力を要する状況である。（２０％以上５０％未満） 

１ 一層努力を要する（２０％未満） 
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1章 式の計算 （１５時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・簡単な整式の加法と減法及び単項

式の乗法と除法の計算をすること

ができる。 

・具体的な事象の中の数量の関係を

文字を使った式で表したり，式の

意味を読み取ったりすることがで

きる。 

・文字を使った式で数量及び数量の

関係を捉え説明できることを理解

している。 

・目的に応じて，簡単な式を変形する

ことができる。 

・具体的な数の計算や既に学習した

計算の方法と関連付けて，整式の

加法と減法及び単項式の乗法と除

法の計算の方法を考察し表現する

ことができる。 

・文字を使った式を活用して具体的

な場面を考察し表現することがで

きる。 

・文字を使った式の必要性と意味を

考えようとしている。 

・文字を使った式について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとして

いる。 

・文字を使った式を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよう

としている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 

１ 

式
の
計
算 

 

スタート地点を

決めよう 

15 

 

身のまわりの

問題を，具体

的な数の計算

を も と に 考

え，文字を用

いて一般的に

表す必要性を

理解する。 

・となり合うレーン

の 1 周の長さの差

を求め，どのとなり

合うレーンでも，1

周の長さの差は等

しいことを見いだ

す。 

○文字を使うと，

数量を一般的

に表すことが

できることを

理解している。 

○身のまわりの

問題を，具体的

な 

数の計算をも

とに考え，説明

することがで

きる。 

○ 文 字

を 使

っ た

式 の

必 要

性 と

意 味

を 考

え よ

う と

し て

いる。 

１ 多項式の計

算 

単項式と多項

式，次数の意

味 を 理 解 す

る。 

・文字式を項の数や

かけられている文

字の個数で分類す

る。 

・単項式と多項式，次

数の意味を知る。 

○単項式と多項

式，次数の意味

を理解してい

る。 

 ○ 既 習

の 計

算 方

法 と

関 連

付 け

て，多

項 式

の 計

算 方

法 を

考 え

よ う

と し

て い

る。 

 

同類項の意味

を理解し，同

類項をまとめ

る計算や，多

項式の加法や

減法の計算が

できる。 

・1年で学習した同類

項をまとめる計算

を振り返って，2つ

の文字をふくむ計

算について考える。 

・同類項の意味を知

る。 

・同類項をまとめる

計算や多項式の加

法や減法の計算を

する。 

○同類項の意味

を理解し，同類

項をまとめる

計算ができる。 

○多項式の加法

や減法の計算

方法を理解し，

計算ができる。 

○既習の計算方

法と関連付け

て，2つの文字

をふくむ同類

項をまとめる

計算を考え，説

明することが

できる。 
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多項式と数の

乗法や除法の

計 算 が で き

る。 

・1年で学習した多項

式と数の乗法の計

算を振り返って，2

つの文字をふくむ

計算について考え

る。 

・多項式と数の乗法

や除法の計算をす

る。 

○多項式と数の

乗法や除法の

計算方法を理

解し，計算がで

きる。 

○既習の計算方

法と関連付け

て，2つの文字

をふくむ多項

式と数の乗法

や除法の計算

を考え，説明す

ることができ

る。 

多項式につい

てのいろいろ

な計算ができ

る。 

・多項式についての

いろいろな計算を

する。 

○多項式につい

てのいろいろ

な計算ができ

る。 

  

２ 単項式の乗

法と除法 

単項式どうし

の乗法や除法

の計算ができ

る。 

・単項式の乗法や除

法の計算方法を，面

積図を使って考え

る。 

・単項式どうしの乗

法や除法の計算を

する。 

○単項式どうし

の乗法や除法

の計算方法を

理解し，計算が

できる。 

○単項式の乗法

や除法の計算

方法を，面積図

を用いて考え，

説明すること

ができる。 

○ 単 項

式 の

乗 法

や 除

法 の

意 味

を 考

え よ

う と

し て

いる。 

単項式どうし

の乗法と除法

の混じった計

算ができる。

また，式の値

をくふうして

求めることが

できる。 

・単項式どうしの乗

法と除法の混じっ

た式を計算する。 

・式の値をくふうし

て求める方法を考

え， 

その方法で式の値

を求める。 

○単項式どうし

の乗法と除法

の混じった計

算ができる。 

○式の値をくふ

うして求める

ことができる。 

○式の値をくふ

うして求める

方法を考え，説

明することが

できる。 

○ 式 の

値 を

く ふ

う し

て 求

め る

方 法

を 考

え よ

う と

し て

いる。 

基本の問題 

 

 

２ 

文
字
式
の
利
用 

数の性質を説明

するには？ 

具体的な数の

性質をもとに

数の性質を見

いだし，その

性質が成り立

つことを，文

字を使って一

般的に説明で

きることを理

解する。 

・3つの続いた整数の

和の性質を，具体的

な数の計算をもと

に予想し，その予想

がいつでも成り立

つことを説明する

には文字を使えば

よいことを知る。 

○文字を使うと，

数の性質を一

般的に説明す

ることができ

ることを理解

している。 

 

 ○ 文 字

を 使

っ た

式 に

つ い

て 学

ん だ

こ と

を 生

活 や

１ 式による説

明 
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数の性質が成

り 立 つ こ と

を，文字を使

って説明する

こ と が で き

る。 

・3つの続いた整数の

和は 3 の倍数であ

ることを，文字を使

って説明する。 

・3つの続いた整数の

和が 3 の倍数であ

ることの説明を読

んで，新たな性質を

見いだしたり，問題

の条件の「3つ」を

「5つ」に変えて考

えたりする。 

○文字を使って

数量を表した

り，説明するこ

とがらに合わ

せて文字式を

変形したりす

ることができ

る。 

○数の性質が成

り立つことを，

文字を使って

説明すること

ができる。 

○文字を使った

説明を読んで

新たな性質を

見いだしたり，

問題の条件を

変えて統合的・

発展的に考え

説明したりす

ることができ

る。 

学 習

に 生

か そ

う と

し て

いる。 

○ 文 字

を 使

っ た

式 を

活 用

し た

問 題

解 決

の 過

程 を

振 り

返 っ

て 検

討 し

よ う

と し

て い

る。 

数の性質が成

り 立 つ こ と

を，文字を使

って説明する

こ と が で き

る。 

・2けたの自然数と，

その数の一の位と

十の位を入れかえ

た数との和の性質

を予想し，その予想

がいつでも成り立

つことを，文字を使

って説明する。 

・問題の条件の「和」

を「差」に変えて考

える 

○文字を使って

数量を表した

り，説明するこ

とがらに合わ

せて文字式を

変形したりす

ることができ

る。 

○数の性質が成

り立つことを，

文字を使って

説明すること

ができる。 

○問題の条件を

変えて統合的・

発展的に考え，

説明すること

ができる。 

数の並びから性

質を見つけよう 

 

数の性質が成

り 立 つ こ と

を，文字を使

って説明する

こ と が で き

る。 

・カレンダーの数の

並びで，いろいろに

囲んだ数の和の性

質を予想し，その予

想がいつでも成り

立つことを，文字を

使って説明する。 

○文字を使って

数量を表した

り，説明するこ

とがらに合わ

せて文字式を

変形したりす

ることができ

る。 

 

○数の性質が成

り立つことを，

文字を使って

説明すること

ができる。 

○予想したこと

がらが正しく

ない理由を説

明することが

できる。 

○ 文 字

式 を

活 用

し た

問 題

解 決

の 過

程 を

振 り

返 っ

て，検

討 し

よ う

と し

て い

る。 
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２ 等式の変形 

 

目的に応じて

等式を変形す

ることの必要

性を理解し，

等式を変形し

て，ある文字

について解く

こ と が で き

る。 

・具体的な問題の中

の数量の間の関係

を等式で表し，その

等式を成り立たせ

る文字の値を求め

る。 

・等式を変形して，あ

る文字について解

く。 

○目的に応じて

等式を変形す

ることの必要

性を理解して

いる。 

○等式を変形し

て，ある文字に

ついて解くこ

とができる。 

 ○ 目 的

に 応

じ て

等 式

を 変

形 す

る こ

と の

必 要

性 を

考 え

よ う

と し

て い

る。 

基本の問題  

章の問題Ａ  
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2章 連立方程式 （１２時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・2元 1次方程式とその解の意味を理

解している。 

・連立 2 元 1 次方程式の必要性と意

味及びその解の意味を理解してい

る。 

・簡単な連立 2 元 1 次方程式を解く

ことができる。 

・1元 1次方程式と関連付けて，連立

2 元 1 次方程式を解く方法を考察

し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用して具

体的な場面を考察し表現すること

ができる。 

・連立 2 元 1 次方程式の必要性と意

味を考えようとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式について学ん

だことを生活や学習に生かそうと

している。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用した問

題解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

連
立
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

3点シュー

ト，2点シ

ュートの本

数は？ 

12 

求めたい数量

が 2 つある問

題を，既習の 1

元 1 次方程式

などを活用し

て解決するこ

とができる。 

・3点シュートと 2点

シュートの本数を，

すべての組み合わ

せを調べたり，1次

方程式をつくった

りして求める。 

 ○求めたい数量

が 2 つある問

題を，既習の 1

元 1 次方程式

などを活用し

て解決するこ

とができる。 

○1元 1次方

程式を活

用した問

題解決の

過程を振

り返って，

2元 1次方

程式の必

要性と意

味を考え

ようとし

ている。 

１ 連立方

程式とそ

の解 

2 元 1 次方程

式とその解の

意味，連立方

程式とその解

の意味を理解

する。 

・2元１次方程式とそ

の解の意味を知る。 

・連立方程式とその

解の意味を知る。 

○2元１次方程式

とその解の意

味を理解して

いる。 

○連立方程式と

その解の意味

を理解してい

る。 

 ○連立 2元 1

次方程式

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

２ 連立方

程式の解

き方 

連立方程式で

は，1つの文字

を消去して 1

次方程式をつ

くれば解ける

ことを理解す

る。 

・具体的な問題で，2

つの式を比べて 1

つの文字を消去す

る方法を考える。 

・文字の係数の絶対

値が等しい場合の

連立方程式を解く。 

○連立方程式で

は，1つの文字

を消去して 1

次方程式をつ

くれば解ける

ことを理解し

ている。 

○文字の係数の

絶対値が等し

い場合の連立

方程式を解く

ことができる。 

○文字の係数の

絶対値が等し

い場合の連立

方程式で，1つ

の文字を消去

する方法を考

え，説明するこ

とができる。 

○1元 1次方

程式と関連

付けて，連立

方程式を解

く方法を考

えようとし

ている。 
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加減法を理解

し，それを用

いて連立方程

式を解くこと

ができる。 

・文字の係数の絶対

値が等しくない場

合の連立方程式を

解く。 

○加減法を理解

し,それを用い

て連立方程式

を解くことが

できる。 

○文字の係数の

絶対値が等し

くない場合の

連立方程式で，

1つの文字を消

去する方法を

考え，説明する

ことができる。 

代入法を理解

し，それを用

いて連立方程

式を解くこと

ができる。 

・求めたい数量が 2つ

ある問題で，連立方

程式と 1 次方程式

を関連付けて，文字

を消去する方法を

考える。 

・連立方程式を代入

法で解く。 

・連立方程式を適当

な方法で解く。 

○代入法を理解

し，それを用い

て連立方程式

を解くことが

できる。 

○一方の式を他

方の式に代入

し，文字を消去

する方法を考

え，説明するこ

とができる。 

○連立方程式の

解き方を振り

返って，加減法

と代入法を統

合的に捉える

ことができる。 

３ いろい

ろな連立

方程式 

かっこをふく

む連立方程式

や，係数に小

数や分数をふ

くむ連立方程

式を解くこと

ができる。 

・かっこをふくむ連

立方程式を解く。 

・係数に小数や分数

をふくむ連立方程

式を解く。 

○かっこをふく

む連立方程式

の解き方を理

解し,解くこと

ができる。 

○係数に小数や

分数をふくむ

連立方程式の

解き方を理解

し，解くことが

できる。 

○いろいろな連

立方程式を，既

知の連立方程

式になおして

解く方法を考

え，説明するこ

とができる。 

○いろいろ

な連立方

程式を，既

知の連立

方程式に

なおして

解く方法

を考えよ

うとして

いる。 

 

A＝B＝C の形

をした連立方

程式を解くこ

とができる。 

・A＝B＝C の形をし

た連立方程式を解

く。 

 

○A＝B＝C の形

をした連立方

程式の解き方

を理解し，解く

ことができる。 

基本の問題 
 

２ 

連
立
方
程
式
の
利
用 

ケーキとプ

リンを何個

買う？ 

具体的な問題

を，連立方程

式を利用して

解決するとき

の考え方や手

順 を 理 解 す

る。 

・ケーキとプリンの

個数を，連立方程式

を利用して求める

ことについて考え

る。 

・連立方程式を利用

して問題を解決す

るときの手順を確

認する。 

○具体的な問題

の中の数量や

その関係に着

目し，連立方程

式をつくるこ

とができる。 

○連立 2 元１次

方程式を利用

して問題を解

決するときの

手順を理解し

ている。 

○連立 2 元１次

方程式を利用

して，具体的な

問題を解決す

ることができ

る。 

○求めた解が問

題に適してい

るかどうかを，

問題の場面に

戻って考え，説

明することが

できる。 

○連立 2 元

１方程式

を具体的

な問題の

解決に利

用しよう

としてい

る。 

○連立 2 元

１方程式

を活用し

た問題解

決の過程

を振り返

って，その

１ 連立方

程式の利

用 

 

個数と代金に

関 す る 問 題

を，連立方程

式を利用して

解決すること

ができる。 

・個数と代金に関す

る問題を，連立方程

式を利用して解決

する。 
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速さ・時間・道

のりに関する

問題を，連立

方程式を利用

して解決する

こ と が で き

る。 

・速さ・時間・道のり

に関する問題を，連

立方程式を利用し

て解決する。 

手順を検

討しよう

としてい

る。 

割合に関する

問題を，連立

方程式を利用

して解決する

こ と が で き

る。 

・割合に関する問題

を，連立方程式を利

用して解決する。 

章の問題Ａ  
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3章 1 次関数 （19時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・1次関数について理解している。 

・事象の中には 1 次関数として捉え

られるものがあることを知ってい

る。 

・2元 1次方程式を関数を表す式とみ

ることができる。 

・1次関数の変化の割合やグラフの切

片と傾きの意味を理解している。 

・1次関数の関係を表，式，グラフを

用いて表現したり，処理したりす

ることができる。 

・1次関数として捉えられる 2つの数

量について，変化や対応の特徴を

見いだし，表，式，グラフを相互に

関連付けて考察し表現することが

できる。 

・1次関数を用いて具体的な事象を捉

え考察し表現することができる。 

・１次関数の必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・１次関数について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・１次関数を活用した問題解決の過

程を振り返って検討しようとして

いる。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

１
次
関
数 

お湯が沸く

までの時間

は？ 

19 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を調べ，一

定の割合で変

化しているこ

と を 見 い だ

す。 

・お湯が沸くまでの

時間を調べるため

に，強火で熱したと

きの水の温度の上

がり方を，表やグラ

フを用いて調べる。 

 

 ○具体的な事象

の中の 2つの

数量の間の関

係を調べ，一

定の割合で変

化しているこ

とを見いだ

し，表やグラ

フを用いて説

明することが

できる。 

○１次関数

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

１ １次関

数 

1 次関数の意

味を理解し， 

y＝ax＋b の式

に表すことが

できる。 

・1次関数の意味を知

る。 

・yを xの式で表して，

y は x の 1 次関数 

であるかどうかを

調べる。 

・比例や反比例は，1

次関数であるとい

えるかどうかを考

える。 

○1次関数の意味

を理解し， 

y＝ax＋b の式

に表すことが

できる。 

○比例 y＝ax は，

1次関数 

y＝ax＋bでb＝

0の特別な場合

であることを

理解している。 

 

２ 

１
次
関

数
の
性
質
と

調
べ
方 

1次関数の

性質を調べ

てみよう 

1次関数 y＝ax

＋b では，変化

の割合は一定

で，a に等しい

・1次関数の値の変化

を調べ，比例との共

通点やちがいにつ

いて話し合う。 

○1 次関数 y＝ax

＋b では，変化

の割合は一定

で，a に等しい

○1次関数の値の

変化の特徴を

見いだし，説明

○1次関数の

値の変化

の特徴を

捉えよう
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１ １次関

数の値の

変化 

ことを理解す

る。 

・1次関数の変化の割

合について調べる。 

・具体的な事象にお

いて，1次関数の変

化の割合が何を意

味しているかを読

み取る。 

・反比例の変化の割

合について調べる。 

ことを理解し

ている。 

○1 次関数 y＝ax

＋b で，x の増

加量から yの増

加量を求める

ことができる。 

○具体的な事象

において，1次

関数の変化の

割合が何を意

味しているか

を読み取るこ

とができる。 

することがで

きる。 

 

としてい

る。 

２ １次関

数のグラ

フ 

 

1 次関数のグ

ラフは，その

式をみたす点

の集合で，1つ

の直線である

ことを理解す

る。また，1次

関数のグラフ

の切片の意味

を理解する。 

・1次関数のグラフが

どのようになるか

を，点を細かくとっ

て調べる。 

・1次関数 y＝ax＋bの

グラフと比例 y＝ax

のグラフの関係に

ついて調べる。 

○1次関数のグラ

フは，その式を

みたす点の集

合で，1つの直

線であること

を理解してい

る。 

○1次関数のグラ

フの切片の意

味を理解して

いる。 

○1次関数のグラ

フの特徴を見

いだし，説明す

ることができ

る。 

○比例のグ

ラフと対

比させて，

1次関数の

グラフの

特徴を捉

えようと

している。 

1 次関数のグ

ラフの傾きの

意味を理解す

る。 

・1次関数の変化の割

合は，グラフではど

のようなことを表

しているかを調べ

る。 

・1次関数について，

グラフの傾きと切

片をいう。 

・1次関数の増減とグ

ラフの特徴につい

てまとめる。 

○1次関数のグラ

フの傾きの意

味を理解して

いる。 

○1次関数の値の

増減とグラフ

の特徴を理解

している。 

 

1 次関数のグ

ラフを，切片

と傾きをもと

にかくことが

できる。 

・1 次関数のグラフ

を，切片と傾きをも

とにかく。 

・1次関数の表，式，

グラフの関係につ

いてまとめる。 

○1次関数のグラ

フを，切片と傾

きをもとにか

くことができ

る。 

○1次関数の表，

式，グラフを，

相互に関連付

けて考え，説明

することがで

きる。 

 

３ １次関

数の式を

求める方

法 

グラフの傾き

と切片を読み

取って，1次関

数の式を求め

ることができ

る。 

・グラフの傾きと切

片を読み取って，1

次関数の式を求め

る。 

○グラフの傾き

と切片を読み

取って，1次関

数を求めるこ

とができる。 

 ○1次関数の

式を求め

る条件や

求める方

法を考え
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グラフの傾き

と通る 1 点か

ら，1次関数の

式を求めるこ

とができる。 

・グラフの傾きとグ

ラフが通る 1 点の

座標から，1次関数

の式を求める。 

○グラフの傾き

と通る 1 点の

座標から，1次

関数の式を求

めることがで

きる。 

 ようとし

ている。 

グラフが通る

2点から，1次

関数の式を求

めることがで

きる。 

・グラフが通る 2点の

座標から，1次関数

の式を求める。 

○グラフが通る 2

点の座標から，

1次関数の式を

求めることが

できる。 

 

基本の問題  

３ 

２
元
１
次
方
程
式
と
１
次
関
数 

連立方程式

の解はどう

なるかな？ 

2 元 1 次方程

式 の グ ラ フ

は，その解を

座標とする点

の集合で，式

を変形してで

きる 1 次関数

のグラフにな

っていること

を理解する。 

・連立方程式の解に

ついて調べるため

に，2元 1次方程式

の解を座標とする

点をとって，どのよ

うなグラフになる

かを調べる。 

・2元 1次方程式のグ

ラフは，式を変形し

てできる 1 次関数

のグラフになって

いることを知る。 

○2元 1次方程式

のグラフは，そ

の解を座標と

する点の集合

で，式を変形し

てできる 1 次

関数のグラフ

になっている

ことを理解し

ている。 

 ○2元 1次方

程式や連

立方程式

の解の意

味を，グラ

フを用い

て捉えよ

うとして

いる。 

１ ２元１

次方程式

のグラフ 

 

2 元 1 次方程

式のグラフを

かくことがで

きる。 

・2元 1次方程式のグ

ラフを，式を変形し

て 1 次関数の傾き

と切片を求めてか

く。 

・2元 1次方程式のグ

ラフを，グラフが通

る 2 点の座標を求

めてかく。 

○2元 1次方程式

のグラフをか

くことができ

る。 

 

2 元 1 次方程

式 ax＋by＝c

で，a＝0 や b

＝0 の場合の

グラフの特徴

を理解し，グ

ラフをかくこ

とができる。 

・2元 1次方程式 ax＋

by＝c で，a＝0 や 

 b＝0 の場合のグラ

フをかいて，その特

徴を調べる。 

○2元 1次方程式

ax＋by＝c で， 

a＝0 や b＝0 の

場合のグラフ

の特徴を理解

し，グラフをか

くことができ

る。 
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２ 連立方

程式とグ

ラフ 

 

連立方程式の

解が，2つの 2

元 1 次方程式

のグラフの交

点の座標であ

ることを理解

し，連立方程

式の解をグラ

フをかいて求

めたり，2直線

の交点の座標

を連立方程式

を解いて求め

たりすること

ができる。 

・連立方程式の解が，

2つの 2元 1次方程

式のグラフの交点

の座標であること

を確かめる。 

・連立方程式の解を

グラフをかいて求

めたり，2直線の交

点の座標を連立方

程式を解いて求め

たりする。 

○連立方程式の

解が，2 つの 2

元 1 次方程式

のグラフの交

点の座標であ

ることを理解

し，連立方程式

の解をグラフ

をかいて求め

たり，2直線の

交点の座標を

連立方程式を

解いて求めた

りすることが

できる。 

○連立方程式の

解の意味を，2つ

の 2 元 1 次方程

式のグラフを用

いて捉え，説明

することができ

る。 

基本の問題  

４ 

１
次
関
数
の
利
用 

飲み物はい

つまで冷た

く保てる？ 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を１次関数

とみなして，

問題を解決す

る方法を説明

することがで

きる。 

・飲み物がいつまで

冷たく保てるかを，

説明書に書かれた

時間と温度をもと

にして予想し，その

方法を説明する。 

○身のまわりに

は，2つの数量

の間の関係を 1

次関数とみな

して問題を解

決できる場面

があることを

理解している。 

○具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を 1 次関数

とみなして，問

題を解決する

方法を説明す

ることができ

る。 

○１次関数

について

学んだこ

とを生活

や学習に

生かそう

としてい

る。 

○１次関数

を活用し

た問題解

決の過程

を振り返

って検討

しようと

している。 

１ １次関

数とみな

すこと 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を１次関数

とみなして，

問題を解決す

ることができ

る。 

・具体的な事象の中

の 2 つの数量の間

の関係を 1 次関数

とみなして，問題を

解決する。 

○具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を 1 次関数

とみなして，問

題を解決する

ことができる。 

２ １次関

数のグラ

フの利用 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を 1 次関数

とみなして，

そのグラフを

利用して問題

を解決するこ

とができる。 

・具体的な事象の中

の 2 つの数量の間

の関係を 1 次関数

とみなして，そのグ

ラフを利用して問

題を解決する。 

○1次関数のグラ

フを利用して

問題を解決で

きることや，グ

ラフのよさを

理解している。 

○具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を 1 次関数

とみなして，そ

のグラフを利

用して問題を

解決すること

ができる。 

３ １次関

数と図形 

図形の辺上を

動く点によっ

てできる図形

の面積の変化

を，1次関数の

式やグラフで

表すことがで

きる。 

・図形の辺上を動く

点によってできる

図形について，面積

の変化を調べる。 

○1次関数の関係

を，変域ごとに

式やグラフで

表すことがで

きる。 

○具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を，変域によ

って場合分け

をして考え，説

明することが

できる。 

章の問題Ａ  
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4章 平行と合同 （15時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多角形の角についての性質が見い

だせることを知っている。 

・平行線や角の性質を理解している。 

・平面図形の合同の意味及び三角形

の合同条件について理解してい

る。 

・証明の必要性と意味及びその方法

について理解している。 

・基本的な平面図形の性質を見いだ

し，平行線や角の性質をもとにし

てそれらを確かめ，説明すること

ができる。 

・証明の必要性と意味及び証明の方

法を考えようとしている。 

・平面図形の性質について学んだこ

とを生活や学習に生かそうとして

いる。 

・平面図形の性質を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよう

としている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的

に学習

に取り

組む態

度 

１ 

説
明
の
し
く
み 

角の性質の

説明では何

をもとにし

ているか

な？ 

15 

多角形の内角

の和の求め方

を説明するこ

とができる。 

・算数で学習した三

角形 の角 の和 が

180°であることを

もとにして，四角

形，五角形，…など

の多角形の角の和

の求め方を説明す

る。 

 ○多角形の内角

の和の求め方

を説明するこ

とができる。 

○多角

形の

角に

つい

ての

性質

の説

明

で，

もと

にし

てい

るこ

とが

らを

考え

よう

とし

てい

る。 

１ 多角形

の角の和

の説明 

n 角形の内角

の和の求め方

を，もとにし

ていることが

らを明らかに

して説明する

こ と が で き

る。 

・n 角形の内角の和の

求め方を，多角形を

どのように三角形

に分けるか，また，

いくつの三角形に

分かれるかをもと

にして説明する。 

○多角形の内角，外角

の意味を理解してい

る。 

○多角形の内角の和の

性質は，三角形の内

角の和をもとにして

見いだせることを理

解している。 

○n 角形の内角の

和の求め方を，

もとにしてい

ることがらを

明らかにして

説明すること

ができる。 

n 角形の外角

の和の求め方

を，もとにし

ていることが

らを明らかに

して説明する

こ と が で き

る。 

・n 角形の外角の和の

求め方を，n 角形の

内角の和をもとに

して説明する。 

○多角形の外角の和の

性質は，多角形の内

角の和をもとにして

見いだせることを理

解している。 

○n 角形の外角の

和の求め方を，

もとにしてい

ることがらを

明らかにして

説明すること

ができる。 

２ 

平
行

線
と
角 

直線が交わ

ってできる

角の性質を

調べよう 

対頂角の意味

を理解し，対

頂角は等しい

ことを，論理

・算数で学習した三

角形の内角の和が

180°であることの

説明を振り返り，何

○対頂角の意味と性質

を理解している。 

 

○対頂角が等し

いことを，論理

的に筋道を立

○証明

の必

要性

と意
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１ 平行線

と角 

的に筋道を立

てて説明する

こ と が で き

る。 

を根拠にしている

かを考える。 

・対頂角の意味を知

る。 

・対頂角は等しいこ

とを，論理的に筋道

を立てて説明する。 

・同位角，錯角の意味

を知る。 

てて説明する

ことができる。 

味を

考え

よう

とし

てい

る。 

同位角，錯角

の意味を理解

し，平行線と

錯 角 の 関 係

を，論理的に

筋道を立てて

説明すること

ができる。 

・平行線と同位角の

関係を，基本性質と

して確認する。 

・平行線と錯角の関

係を，平行線と同位

角の関係をもとに

して説明する。 

○同位角，錯角の意味

を理解している。 

○平行線の性質，平行

線になるための条件

を理解している。 

○平行線と錯角

の関係を，論理

的に筋道を立

てて説明する

ことができる。 

三角形の内角

の和が 180゜

で あ る こ と

を，論理的に

筋道を立てて

説明すること

ができる。 

・三角形の内角の和

が 180゜であるこ

とを，平行線の性質

をもとにして説明

する。 

・証明の意味を知る。 

・三角形の外角は，と

なり合わない 2 つ

の内角の和に等し

いことを見いだす。 

・三角形の内角，外角

の性質や多角形の

内角の和，外角の和

の性質を利用して，

角の大きさを求め

る 

○証明の意味を理解し

ている。 

○三角形の内角，外角

の性質を理解し，角

の大きさを求めるこ

とができる。 

○多角形の内角の和，

外角の和の性質を理

解し，角の大きさを

求めることができ

る。 

○三角形の内角

の和が 180°で

あることを，論

理的に筋道を

立てて説明す

ることができ

る。 

角の大きさ

を求める方

法を考えて

みよう 

角の大きさの

求め方を，補

助線や根拠と

なる図形の性

質を明らかに

して説明する

こ と が で き

る。 

・平行線と折れ線の

角の大きさの求め

方を考え，図にかき

加えた線や，根拠と

なる図形の性質を

明らかにして説明

する。 

 ○角の大きさの

求め方を，補助

線や根拠とな

る図形の性質

を明らかにし

て説明するこ

とができる。 

○平面

図形

の性

質に

つい

て学

んだ

こと

を学

習に

生か

そう

とし

てい

る。 

 

基本の問題 
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３ 

合
同
な
図
形 

図形の合同

を調べるに

は？ 

 

平面図形の合

同の意味と合

同な図形の性

質 を 理 解 す

る。 

・しきつめ模様の特

徴を図形の移動や

合同の見方で観察

する。 

・平面図形の合同の

意味と表し方を知

る。 

・合同な図形の性質

を確認する。 

○平面図形の合同の意

味と表し方を理解し

ている。 

○合同な図形の性質を

理解している。 

 ○平面

図形

の合

同の

意味

を考

えよ

うと

して

い

る。 

１ 合同な

図形の性

質と表し

方 

２ 三角形

の合同条

件 

三角形の合同

条件を理解す

る。 

・ある三角形と合同

な三角形をかくた

めには，何がわかれ

ばよいかを考える。 

・三角形の合同条件

を確認する。 

○三角形の合同条件を

理解している。 

 

  

○三角形の合同

条件を，三角形

の決定条件を

もとにして考

え，説明するこ

とができる。 

○三角

形の

合同

条件

を，

三角

形の

決定

条件

をも

とに

して

考え

よう

とし

てい

る。 

2 つの三角形

が合同かどう

かを，三角形

の合同条件を

使って判断す

ることができ

る。 

・2つの三角形が合同

かどうかを，三角形

の合同条件を使っ

て判断する。 

 

○三角形の合同条件を

利用して，2つの三角

形が合同かどうかを

判断することができ

る。 

 ○三角

形の

合同

条件

を学

習に

生か

そう

とし

てい

る。 

 

３ 証明の

すすめ方 

ことがらの仮

定と結論の意

味 を 理 解 す

る。 

・角の二等分線の作

図の方法が正しい

ことを，三角形の合

同条件を利用して

証明することにつ

いて考える。 

・ことがらの仮定と

結論の意味を知る。 

○ことがらの仮定と結

論の意味を理解して

いる。 

 ○証明

の必

要性

と意

味及

びそ

の方

法を
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根拠となるこ

とがらを明ら

かにして，簡

単な図形の性

質を証明する

こ と が で き

る。 

・根拠となることが

らを明らかにして，

簡単な図形の性質

を証明する。 

・証明の書き方を確

認する。 

・証明のためにかい

た図と，仮定が同じ

で異なる図をかい

た場合，その証明が

どうなるかを考え

る。 

○証明の進め方を理解

している。 

○証明のためにかいた

図は，すべての代表

として示されている

ことを理解してい

る。 

○証明の根拠と

なることがら

を明らかにし

て，簡単な図形

の性質を証明

することがで

きる。 

考え

よう

とし

てい

る。 

基本の問題  

章の問題Ａ  
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5章 三角形と四角形 （21時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・証明の必要性と意味及びその方法

について理解している。 

・定義やことがらの仮定と結論，逆の

意味を理解している。 

・反例の意味を理解している。 

・正方形，ひし形，長方形が平行四辺

形の特別な形であることを理解し

ている。 

・三角形の合同条件などをもとにし

て三角形や平行四辺形の基本的な

性質を論理的に確かめることがで

きる。 

・証明を読んで新たな性質を見いだ

し，表現することができる。 

・三角形や平行四辺形の基本的な性

質などを活用して具体的な事象を

考察し，表現することができる。 

・ことがらが正しくないことを証明

するために，反例をあげることが

できる。 

・証明の必要性と意味及びその方法

を考えようとしている。 

・平面図形の性質や図形の合同につ

いて学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・平面図形の性質を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよう

としている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

三
角
形 

直角ができ

るのは 

なぜ？ 

21 

あたえられた

手順で，いつ

でも直角がで

きる理由を考

え，説明する

こ と が で き

る。 

・あたえられた手順

でひもを操作し，直

角ができることを

確認する。 

・ひもの操作を図に

表し，2つの三角形

に 

着目して，いつでも

直角ができるわけ

を考える。 

・二等辺三角形の定

義を確認する。 

○二等辺三角形

の定義を理解

している。 

○あたえられた

手順で，いつで

も直角ができ

る理由を考え，

説明すること

ができる。 

○平面図形

の性質に

ついて学

んだこと

を生活に

生かそう

としてい

る。 

１ 二等辺

三角形の

性質 

二等辺三角形

の底角の性質

を証明するこ

とができる。 

・二等辺三角形の 2つ

の角は等しいこと

を証明する。 

・二等辺三角形の底

角の性質を利用し

て，角の大きさを求

める。 

○二等辺三角形

の頂角，底辺，

底角の意味を

理解している。 

○二等辺三角形

の底角の性質

を理解し，角の

大きさを求め

ることができ

る。 

○二等辺三角形

の底角の性質

を証明するこ

とができる。 

○二等辺三

角形の性

質を証明

する方法

を考えよ

うとして

いる。 
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二等辺三角形

の頂角の二等

分線の性質を

見いだすこと

ができる。ま

た，正三角形

の性質を証明

することがで

きる。 

・二等辺三角形の底

角の性質の証明を

読んで，頂角の二等

分線の性質を見い

だし，証明する。 

・正三角形の定義を

確認する。 

・正三角形の 3つの角

は等しいことを証

明する。 

○二等辺三角形

の頂角の二等

分線の性質を

理解している。 

○正三角形の定

義と性質を理

解している。 

○二等辺三角形

の底角の性質

の証明を読ん

で頂角の二等

分線の性質を

見いだし，証明

することがで

きる。 

○正三角形の性

質を証明する

ことができる。 

２ 二等辺

三角形に

なるため

の条件 

二等辺三角形

になるための

条件を論理的

に確かめるこ

とができる。

また，二等辺

三角形になる

ための条件を

利用して，図

形の性質を証

明することが

できる。 

・紙テープを折って

重なる部分の三角

形はどんな三角形

かを調べる。 

・2つの角が等しい三

角形の 2 辺は等し

いことを証明する。 

・二等辺三角形にな

るための条件を利

用して，図形の性質

を証明する。 

○二等辺三角形

になるための

条件を理解し

ている。 

○二等辺三角形

になるための

条件の証明に

おいて，辺や角

の関係などを

読みとること

ができる。 

○2つの角が等し

い三角形の 2

辺は等しいこ

との証明につ

いて考察する

ことができる。 

○二等辺三角形

になるための

条件を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

○二等辺三

角形にな

るための

条件を証

明する方

法を考え

ようとし

ている。 

ことがらの逆

と反例の意味

を理解する。 

・二等辺三角形の底

角の性質と二等辺

三角形になるため

の条件を比べる。 

・ことがらの逆と反

例の意味を知る。 

○ことがらの逆

と反例の意味

を理解してい

る。 

  

３ 直角三

角形の合

同 

直角三角形の

合同条件を，

三角形の合同

条件をもとに

して考え，説

明することが

できる。 

・2つの直角三角形は

どんなときに合同

であるかを考え，説

明する。 

・2つの直角三角形が

合同かどうかを，直

角三角形の合同条

件を使って判断す

る。 

○直角三角形の

合同条件を理

解している。 

○直角三角形の

合同条件を，三

角形の合同条

件をもとにし

て考え，説明す

ることができ

る。  

○直角三角

形の合同

条件を，三

角形の合

同条件を

もとにし

て考えよ

うとして

いる。 

直角三角形の

合同条件を利

用して，図形

の性質を証明

することがで

きる。 

・直角三角形の合同

条件を利用して，図

形の性質を証明す

る。 

・証明を振り返って，

さらにわかること

を考え，説明する。 

○直角三角形の

合同条件を利

用して，図形の

性質を証明す

ることができ

る。 

○証明を振り返

って，新たな性

質を見出すこ

とができる。 

○直角三角

形の合同

条件を学

習に生か

そうとし

ている。 

基本の問題  

２ 

平
行
四
辺
形 

テープを重

ねてできる

図形は？ 

平行四辺形の

定義と性質を

理解する。 

・2つのテープが重な

る部分の四角形は，

どんな四角形にな

るかを調べる。 

・平行四辺形の定義

と性質を確認する。 

○平行四辺形の

定義と性質を

理解している。 

 ○平行四辺

形の性質

を証明す

る方法を

考えよう
１ 平行四

辺形の性

質 
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平行四辺形の

性質を証明す

ることができ

る。 

・平行四辺形の性質

を証明する。 

 ○平行四辺形の

性質を証明す

ることができ

る。 

としてい

る。 

平行四辺形の

性質を利用し

て，図形の性

質を証明する

こ と が で き

る。 

・平行四辺形の性質

を利用して，図形の

性質を証明する。 

・証明のための図を

かいて，どんな図で

も証明できている

ことを確認する。 

○証明のために

かいた図は，す

べての代表と

して示されて

いることを理

解している。 

○平行四辺形の

性質を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

○平行四辺

形の性質

を学習に

生かそう

としてい

る。 

２ 平行四

辺形にな

るための

条件 

具体的な事象

を考察するこ

とを通して，

平行四辺形に

なるための条

件□2 を証明

することがで

きる。 

・乗り物の人の乗る

面がいつも水平に

なる理由を考える。 

・2組の対辺がそれぞ

れ等しい四角形は，

平行四辺形である

ことを証明する。 

 ○具体的な事象

を考察するこ

とを通して，平

行四辺形にな

るための条件

□2 を証明する

ことができる。 

○平行四辺

形になる

ための条

件を証明

する方法

を考えよ

うとして

いる。 

平行四辺形の

性質の逆を証

明することを

通して，平行

四辺形になる

た め の 条 件

□3 ，□4 を見

いだすことが

できる。 

・2組の対角がそれぞ

れ等しい四角形は，

平行四辺形である

ことを証明する。 

・対角線がそれぞれ

の中点で交わる四

角形は，平行四辺形

であることを証明

する。 

○平行四辺形に

なるための条

件の証明にお

いて，辺や角の

関係などを読

みとることが

できる。 

○平行四辺形の

性質の逆を証

明することを

通して，平行四

辺形になるた

めの条件□3 ，

□4 を見いだす

ことができる。 

 

平行四辺形に

なるための条

件□5 を証明

することがで

きる。 

・あたえられた手順

でノートに図をか

くと，どんな四角形

になるかを考える。 

・1組の対辺が平行で

その長さが等しい

四角形は，平行四辺

形であることを証

明する。 

・平行四辺形になる

ための条件を確認

する。 

○平行四辺形に

なるための条

件を理解して

いる。 

○平行四辺形に

なるための条

件□5 を証明す

ることができ

る。 

 

平行四辺形に

なるための条

件を利用して

図形の性質を

証明したり，

その証明を振

り返って統合

的・発展的に

考えたりする

こ と が で き

る。 

・平行四辺形になる

ための条件を利用

して，図形の性質を

証明する。 

・平行四辺形になる

ための条件を利用

した証明を振り返

って，統合的・発展

的に考える。 

 ○平行四辺形に

なるための条

件を利用して

図形の性質を

証明したり，そ

の証明を振り

返って統合的・

発展的に考え

たりすること

ができる。 

○平行四辺

形になる

ための条

件を学習

に生かそ

うとして

いる。 
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３ 特別な

平行四辺

形 

長方形，ひし

形，正方形の

定義やそれら

と平行四辺形

との相互関係

を理解する。 

・2つのテープの重な

る部分が長方形や

ひし形，正方形にな

るのはどんなとき

かを考える。 

・長方形，ひし形，正

方形の定義をもと

にして，それらが平

行四辺形であるこ

とを証明する。 

○長方形，ひし

形，正方形の定

義やそれらと

平行四辺形と

の相互関係を

理解している。 

○長方形，ひし

形，正方形の定

義をもとにし

て，それらが平

行四辺形であ

ることを証明

することがで

きる。 

○長方形，ひ

し形，正方

形と平行

四辺形と

の相互関

係を捉え

ようとし

ている。 

長方形やひし

形の対角線の

性質を証明す

ることができ

る。また，その

性質の逆が正

しくないこと

を，反例をあ

げて示すこと

ができる。 

・長方形やひし形の

対角線の性質を証

明する。 

・長方形の対角線の

性質をもとにして，

直角三角形の斜辺

の中点の性質を証

明する。 

・長方形やひし形の

対角線の性質につ

いて，その逆が正し

いかどうかを調べ

る。 

○長方形やひし

形の対角線の

性質を理解し

ている。 

○長方形やひし

形の対角線の

性質を証明す

ることができ

る。 

○長方形やひし

形の対角線の

性質の逆が正

しくないこと

を，反例をあげ

て証明するこ

とができる。 

２つの正三

角形の性質

は？ 

既習の内容を

活用して，図

形の性質を見

いだし証明し

たり，問題の

条件を変えて

統合的・発展

的に考えたり

することがで

きる。 

・1点を共有する 2つ

の正三角形の頂点

について成り立つ

性質を予想し，その

性質を証明する。 

・一方の正三角形を

回転させても，同じ

性質が成り立つこ

とを証明する。 

 ○既習を活用し

て，図形の性質

を見いだし証

明したり，統合

的・発展的に考

えたりするこ

とができる。 

○平面図形
の性質や
図形の合
同につい
て学んだ
ことを学
習に生か
そうとし
ている。 

○平面図形
の性質を
活用した
問題解決
の過程を
振り返っ
て検討し
ようとし
ている。 

４ 平行線

と面積 

平行線の性質

を利用して，

図形を等積変

形することが

できる。 

・台形に対角線をひ

いた図の中にある

面積の等しい三角

形を見つける。 

・底辺を共有し，その

辺に平行な直線上

に頂点をもつ三角

形の面積は等しい

理由を考える。 

・多角形を，面積を変

えずに変形する方

法を考える。 

○底辺が同じで

高さが等しい

三角形の面積

は等しいこと

を理解してい

る。 

○平行線の性質

を利用して，図

形を等積変形

することがで

きる。 

○平行線の性質

を利用して，図

形を等積変形

する方法を考

え，説明するこ

とができる。 

○平行線の

性質を学

習に生か

そうとし

ている。 

基本の問題  

章の問題Ａ  
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6章 確率 （9 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多数回の試行によって得られる確

率と関連付けて，場合の数をもと

にして得られる確率の必要性と意

味を理解している。 

・簡単な場合について確率を求める

ことができる。 

・同様に確からしいことに着目し，場

合の数をもとにして得られる確率

の求め方を考察し表現することが

できる。 

・確率を用いて不確定な事象を捉え，

考察し表現することができる。 

・場合の数をもとにして得られる確

率の必要性と意味を考えようとし

ている。 

・不確定な事象の起こりやすさにつ

いて学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・確率を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしてい

る。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 
確
率 

くじを先に

ひく？あと

にひく？ 

９ 

多数回の実験

の結果をもと

にして，あた

りやすさの傾

向 を 読 み 取

り，説明する

こ と が で き

る。 

・3枚のうち 1枚があ

たりであるくじを

ひくとき，何番目に

ひくとあたりやす

いかを予想し，多数

回の実験によって

確かめる。 

 ○多数回の実験

の結果をもと

にして，あたり

やすさの傾向

を読み取り，説

明することが

できる。 

○場合の数

をもとに

して得ら

れる確率

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

１ 同様に

確からし

いこと 

多数回の試行

によって得ら

れる確率と関

連付けて，場

合の数をもと

にして得られ

る確率の必要

性と意味及び

確率の求め方

を理解する。 

・1つのさいころを投

げるとき，1の目が

出る確率を，実験に

よらずに求める方

法を考える。 

・どの場合が起こる

ことも同様に確か

らしいときは，場合

の数をもとにして

確率を求めること

ができることを知

る。 

・確率 p の値の範囲

が，0≦p≦1 である

ことを確認する。 

○多数回の試行

によって得ら

れる確率と関

連付けて，場合

の数をもとに

して得られる

確率の必要性

と意味及び確

率の求め方を

理解している。 

○確率 p の値の

範囲が，0≦p≦

1 であることを

理解している。 

○実験によらず

に確率を求め

る方法を，場合

の数に着目し

て考え，説明す

ることができ

る。 

 

 

起こりうる場

合を，樹形図

や表を使って

全部あげ，確

率を求めるこ

とができる。 

・2枚の硬貨を投げる

とき，表と裏の出方

を 3 通りとして求

めた確率と，実験結

果が異なった理由

を考える。 

・起こりうる場合を，

樹形図や表を使っ

て全部あげ，確率を

求める 

○起こりうる場

合を，樹形図や

表を使って全

部あげ，確率を

求めることが

できる。 

○同様に確から

しいことに着

目し，場合の数

をもとにして

得られる確率

の求め方を考

え，説明するこ

とができる。 

○同様に確

からしい

ことに着

目し，場合

の数をも

とにして

得られる

確率の求

め方を考
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２ いろい

ろな確率 

  

 

起こりうる場

合の組み合わ

せを考えて，

確率を求める

こ と が で き

る。また，起こ

りうる場合を

2 次元の表に

整理し，確率

を求めること

ができる。 

・起こりうる場合の

組み合わせを考え

て，確率を求める。 

・起こりうる場合を 2

次元の表に整理し，

確率を求める。 

○起こりうる場

合の組み合わ

せを考えて，確

率を求めるこ

とができる。 

○起こりうる場

合を 2 次元の

表に整理し，確

率を求めるこ

とができる。 

 えようと

している。 

あることがら

の起こらない

確率の求め方

を理解し，そ

の確率を求め

ることができ

る。 

・あることがらの起

こらない確率の求

め方を考える。 

・あることがらの起

こらない確率を求

める。 

○あることがら

の起こらない

確率の求め方

を理解し，その

確率を求める

ことができる。 

○あることがら

の起こらない

確率を，場合の

数について成

り立つ関係に

着目して考え，

説明すること

ができる。 

基本の問題  

２ 

確
率
に
よ
る
説
明 

あたりやす

いのは？  

身のまわりの

事象の起こり

やすさを，確

率をもとにし

て考え，説明

することがで

きる。 

・2枚のスクラッチカ

ードの組み合わせ

の出やすさを，確率

をもとにして考え，

説明する。 

 ○身のまわりの

事象の起こり

やすさを，確率

をもとにして

考え，説明する

ことができる。 

○同様に確から

しいことに着

目し，起こりう

る場合の数え

方の誤りを指

摘することが

できる。 

○不確定な

事象の起

こりやす

さについ

て学んだ

ことを生

活や学習

に生かそ

うとして

いる。 

○確率を活

用した問

題解決の

過程を振

り返って

検討しよ

うとして

いる。 

１ 確率に

よる説明 

身のまわりの

事象の起こり

やすさを，確率

をもとにして

考え，説明する

ことができる。 

・くじびきの順番と

当たりやすさの関

係を，確率をもとに

して考え，説明す

る。 

 

 ○身のまわりの

事象の起こり

やすさを，確率

をもとにして

考え，説明する

ことができる。 

章の問題Ａ  
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７章 データの比較 （5時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と

意味を理解している。 

・コンピュータなどの情報手段を用

いるなどしてデータを整理し箱ひ

げ図で表すことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデ

ータの分布の傾向を比較して読み

取り，批判的に考察し判断するこ

とができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と

意味を考えようとしている。 

・データの分布について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・四分位範囲や箱ひげ図を活用した

問題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

四
分
位
範
囲
と
箱
ひ
げ
図 

よく売れる

商品は？ 

５ 

複数のデータ

の分布の傾向

を比較すると

き，ヒストグ

ラムでは比較

しにくいこと

を知る。 

・花見の時期にどの

商品がよく売れて

いたのかを，販売数

のデータを用いて

どのように調べれ

ばよいかを話し合

う。 

・スナック菓子のデ

ータを花見期間と

直前期間に分けて

表した 2 つのヒス

トグラムを比較す

る。 

・花見期間と直前期

間のデータを，さら

に平日と休日に分

けて表した 4 つの

ヒストグラムを比

較する。 

 ○2つのヒストグ

ラムから，デー

タの分布の傾

向を比較して

読み取り，説明

することがで

きる。 

○既習のデ

ータの整

理や分析

の方法を，

問題解決

に生かそ

うとして

いる。 

１ 四分位

範囲と箱

ひげ図 

箱ひげ図と四

分位範囲の意

味を理解し，

データを整理

して箱ひげ図

に表すことが

できる。また，

・スナック菓子の花

見期間（平日）のデ

ータを整理し，箱ひ

げ図に表す方法を

知る。 

・四分位範囲の意味

を知る。 

○箱ひげ図と四

分位範囲の意

味を理解し，デ

ータを整理し

て箱ひげ図に

表すことがで

きる。 

 ○四分位範

囲や箱ひ

げ図の必

要性と意

味を考え

ようとし

ている。 
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箱ひげ図と四

分位範囲の特

徴 を 理 解 す

る。 

・スナック菓子の花

見期間（平日）以外

のデータを整理し，

箱ひげ図に表す。 

・ヒストグラムと箱

ひげ図を対応させ

て，それぞれのよさ

やちがいについて

話し合う。 

・箱ひげ図とヒスト

グラムの対応につ

いて知る。 

○箱ひげ図と四

分位範囲の特

徴を理解して

いる。 

○箱ひげ図とヒ

ストグラムの

対応を理解し

ている。 

 

四分位範囲や

箱ひげ図を用

いてデータの

分布の傾向を

比較して読み

取り，批判的

に考察し判断

することがで

きる。 

・箱ひげ図を用いて，

各商品の販売数の

傾向を調べる。 

・花見の時期にどの

商品がよく売れて

いたかを結論付け，

商品の仕入れを判

断することができ

る。 

○箱ひげ図と四

分位範囲の必

要性を理解し

ている。 

○四分位範囲や

箱ひげ図を用

いてデータの

分布の傾向を

比較して読み

取り，批判的に

考察し判断す

ることができ

る。 

○データの

分布につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

○四分位範

囲や箱ひ

げ図を活

用した問

題解決の

過程を振

り返って

検討しよ

うとして

いる。 

章の問題Ａ 
 

＊総合演習＝９時間 


